
　全国的に、道路交通法の改正に伴う罰則強化や、近年、社会的に耳目を集める飲酒絡みの
交通事故の発生を受けて道路交通法施行規則が改正される等、飲酒運転根絶に向けた各種
取組により、飲酒運転による人身事故や飲酒運転の検挙数は減少傾向にあります。

　本県においては、飲酒運転の取締りを始め、平成21年に制定された「沖縄県飲酒運転根絶
条例」に基づき、県、関係機関・団体、事業所、交通ボランティアが連携して様々な取組を継続
して推進しておりますが、令和4年中の全人身事故に占める飲酒絡み事故の構成率は、全国
平均の約2. 5倍で令和3年から連続して全国ワーストとなり、飲酒運転検挙件数についても
全国上位となる等、飲酒運転を取り巻く情勢は極めて厳しい状況となっています。

　飲酒運転を根絶するためには、取締り等に限らず、県民一人一人が飲酒運転の危険性や事
故に伴う代償の大きさを自らの問題として受け止め、自分自身はもちろんのこと、大切な家
族、友人、知人を飲酒運転による悲惨な事故の被害者や加害者にさせないよう、県民総ぐるみ
で「飲酒運転をしない させない 許さない」という気運を更に高めていく必要があります。

　県警察では、後を絶たない飲酒運転の根絶を目指し、県民、事業所等による自主的な飲酒
運転根絶対策を促進することを目的に、本書を作成しています。

　県内の飲酒運転の実態や飲酒運転を防止するための具体的な取組、アルコールが身体に
及ぼす影響などを分かりやすくまとめていますので、対策を進める際の参考として本書を活
用していただければと思います。

　今後とも、飲酒運転のない安全で安心な美ら島、沖縄県の実現に向けて引き続き御理解と
御協力をお願いいたします。
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